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き ぼ う は 
Next フ ェ ー ズ スズ 


の 違い が 及ぼ す 生 命 へ の 影響 は ? 


日 本 の 科学 技術 戦略 施策 に 貢献 
宇宙 利用 技術 の 獲得 と 産業 競争 力 の 強化 に 頁 献 
民間 企業 の 宇宙 利用 の 拡充 ・ 本 格 化 を 可能 に 


商 易 取付 機構 ExHAM 


高 エネ ルギー 宇宙 線 の 起源 & 
ニズム を 解き 明か し 、 
クマ ター の 謎 に 迫る 

高 エ ネル ギー 電子 、 ガ ンマ 線 観 測 装置 CALET 


油井 亀 美 也 宇 宙 飛 行 士 
いよ いよ ISS 長 期 滞在 へ 


国際 宇宙 ステ ーション の 「 き ぽう] 日 本 実験 棟 で は 、 
さま ざま な 研究 が 行わ れ て いま す 。 
地上 で は 実現 が 困難 な 結晶 成長 実験 や 物理 現象 の 
メカ ニズム 解明 な ど を 行う 物質 科学 研究 、 宇 宙 環 境 
が 生命 に 与え る 影響 を 調べ 、 病 気 の 治療 や 創 薬 に 
も 役立て る 生命 科学 研究 、 宇 宙 環 境 が 人 体 に 与え 
影響 を 調べ る 宇宙 医学 研究 な ど で す 。 
油井 亀 美 也 宇宙 飛行 士 が 長期 滞在 する 、 宇 宙 空 間 
に さら され た 「 き ぼう 」 船 外 実験 プラ ッ ト フ ォ ー ム に 
は 、 宇 宙 の 謎 の 解明 や 地球 環境 の 監視 を 行う た め 
の 観測 装置 が 設置 され て いま す 。 さ ら に 宇宙 用 材料 
の 耐久 性 を 実証 で きる 実験 も 行わ れ ます 。 
今 、「 き ぼう 」 の 利用 環境 は 新た な フェ ー ズ を 迎え 、 
国 の 戦略 的 な 研究 開発 へ の さら な る 真 献 を 目指 し 
て いま す 。 新 時 代 の 「 き ぼう 」 利用 の 例 と し て 、 本 号 
で は 、 小動物 飼育 装置 MHU、 高 エネ ルギー の 宇宙 
線 を 観測 する 高 エ ネル ギー 電子 、 ガ ンマ 線 観測 装 
置 CALET、 宇 宙 空 間 で の 曖 露 実験 が 可能 な 船 外 
簡易 取付 機構 ExHAM を 紹介 し ます 。 


聞き 手 : 寺 門 和 夫 ( 科 学 ジャ ー ナ リス ト ) 


画像 : JAXA/NASA 


: 国立 研究 開発 法人 に な っ て 


号 は 「 き ぼう ] 日 本 実験 棟 を 特集 し まし た 。 
[ き ぼ う 」 は 3 回 に 分 け て 打上 げ 、2009 年 7 月 
に 完成 し まし た 。 人 が 宇宙 で 活動 で きる 実験 
棟 を 日 本 の 力 で 初め て 開発 し まし た 。 宇 宙 機 
は は ほとんど が そう で す が 、 す べ て が 初物 の シス テム は 初期 故 
障 が つ きも の な の で 、 最初 、 関係 者 一 同 が か た ず を の ん で 
見 守る な か 、「 き ぼう 」 の シス テム や 実験 装置 は 、 拍子 抜け 
する は ほど 、 ト ラブ ル も が なく 順 調 に 機能 し まし た 。 そ れ か ら 6 年 
が た ち 、 実験 装置 も 増え て きま し た が 、 今回 、 る きら に いく つ 
か の 新しい 実験 装置 が 追加 に な り 、 また 、 
[挑む 」 心 を 胸 に 油井 宇宙 飛行 士 が 
長期 滞在 に 臨み ます 。 
今 号 か ら 、 グラ フィ ッ ク を 充実 し 、 読 
みや すく 、 わ か りや すく 〈 を 追及 し ま 
し た の で 、 楽しく 読 み 進 ん で いた 
だ ける と 幸い で す 。 


INTRO ロ リロ UCTION 


2015 年 1 月 に 新た な 宇宙 基本 計画 が 策定 され 、「 宇 宙 安 全 保障 の 確保 」 、「 民 間 分 野 に 
お ける 宇宙 利用 の 推進 ]、「 宇 宙 産 業 及び 科学 技術 の 基盤 の 維持 ・ 強 化 」 が 宇宙 政策 の 
目標 と し て 示さ れ ま し た 。 「 政 府 全体 の 宇宙 開発 利用 を 技術 で 支え る 中 核 的 実施 機関 ] で 
ある JAXA の 役割 は ます ます 重要 な も の と な っ て いる な か 、2015 年 4 月 に は 国立 研究 開発 
法人 と し て 新た な 一 歩 を 踏み 出し まし た 。 


宇宙 航空 分 野 の 研究 開発 力 の さら な る 強化 は も ち 
ろ ん の こと 、 様 々 な 異な る 分 野 の 知見 を 取り 入れ 、 開 か 
れ た JAXA と し て 運営 し 、 国 立 研究 開発 法人 の 設立 趣 
旨 で ある 日 本 全体 と し て の 研究 開発 成果 最大 化 を 目指 
し ます 。 JAXA は 、 こ れ ま で 取り 組ん で きた 技術 の 発展 ・ | 
先導 、 社 会 課題 解決 に よる 価値 創造 を さら に 大 き な 視 ーー 主 訂 
上 京 で と ら え 、 加 速 し て いく 覚悟 で 適 進 し て いま いり ます 。 』 

これ か ら も 皆様 の ご 支援 、 ご 協力 を お 願い し ます 。 

2015 年 7 月 


国立 研究 開発 法人 
宇宙 航空 研究 開発 機構 
理事 長 奥村 直樹 
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JAXA' s で は 、JAXA が 取り 組む 3 つの 分 野 で の 
活動 を ご 紹介 し て いき ます 。 
安心 ・ 安 全 な 社会 を 目指 す 


宇宙 技術 を 通し て 日 本 の 産業 に 貢献 する 


宇宙 の 謎 や 人 類 の 活動 領域 の 拡大 に 挑む 
で す 。 


国立 研究 開発 法人 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 
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油井 亀 美 也 宇宙 飛行 士 
いよ いよ ISS 長 期 滞在 へ 


環境 破壊 の 現状 を 
宇宙 か ら と ら える 


高い 信頼 性 を 誇る H-TA 


改良 を 加え 、 世 界 で 勝負 ! 
場 大 する 航空 交通 量 


JAXA が 取り 組ん だ 5 つの 技術 
DREAMS プ ロジ ェクト 成果 リポ ー ト 


航空 技術 部 門 航空 技術 実証 研究 開発 ユニ ッ ト 
ユニ ッ ト 長 
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ご 長寿 衛星 「 あ け ぼ の 」 「TRMM」 
寿命 を 大 きく 超え て 活躍 し た 
ふた つの 長寿 衛星 

研究 開発 の 現場 現場 か ら 
望遠 鏡 を 丸ごと -265C 以 下 に 
冷や し ます 

次 世代 赤外線 天文 衛星 SPICA の 
断熱 放 身 冷却 構造 


研究 開発 部 門 第 二 研 究 ユ ニッ ト 研究 員 


|=O 
NEWS 
スペ ー ス ドー ム リニュ ー ア ルオ ー プ ン 


表紙 画像 : 船 外 活動 で 撮影 され た 地球 と 「 き ぼう 
@JAXA/NASA 
ソユーズ 宇宙 船 の 最終 試験 に 臨む 油井 宇宙 飛行 十 
@JAXA/NASA/Bill Ingalls 
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重力 環境 の 違 
生命 へ の 影 


宇宙 と 地上 
[小動物 餅 育 装置 
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照明. カメ ラ @ 給 餌 品 


飼育 ケー ジ の 内 部 。 
@ 給 水口 (2 個 ) 


LED 照 明 ・ カ メラ 
で きる 。 


排 浴 物 回 収 器 
飼育 ケー ジ 。 軌 道上 で 1 匹 の マウ ス を 約 30 日 間 飼育 する こと が 
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「 こ う の と り ]5 号 機 で 運ば れる 水 パ ッ ク 。 


域 観 測 技術 衛星 「 だ いち 」 と その 後継 機 

「 だ いち 2 号 」 の レー ダ が 、 南 米 、 パ ラグ ア 
イ で 進む 森林 伐採 の 様子 を と ら え まし た 。 左 は 「 だ 
いち 」 搭載 の PALSAR に よる 2007 年 の 画像 、 
右 は 「 だ いち 2 号 」 搭載 の PALSAR-2 に よる 
2014 年 の 画像 で す 。 森林 が 伐採 され た 場所 は 黒 
っ ぽく 見 えて いま す 。 どちら る 同じ 領域 を 見 て お 
り 、 時 間 の 経過 と と も に 伐採 面積 が 増え て いる 場 
所 が ある こと が わか り ま す 。 

「 だ いち 2 号 」 は 2014 年 5 月 24 日 に 打ち 上 げ ら 
れ ま し た 。 同 年 6 月 27 日 に 初 画像 を 公開 し 、 同 年 
11 月 25 日 に デー タ の 定常 配布 を 開始 し まし た 。 ま 
だ 全球 の 観測 を 終え てい ない ため 、 南 米 大 陸 全 
体 の 画像 で は 、 ま だ デー タ を 取得 し て いな い 場 所 
が 黒く 抜け て いま す 。 

PALSAR や PALSAR-2 は L バ ンド と いう 波 
長 の 長い 電波 を 使っ た 合成 開 ロ ロレ ー ダ で す 。 レ ー 
ダ に は 昼夜 や 天候 を 間 わ ず 観 測 で きる と いう 利点 
が あり ます 。 ま た L バ ンド は 、 電 波 の 一 部 が 樹冠 を 
透過 し て 地面 まで 届く た め 、 森 林 の 状況 を 観測 す 
る の に 適し て いま す 。 「 だ いち 」 の PALSAR は 、 ブ 
ラジ ル で の 森林 違法 伐採 の 監視 に 大 き な 貢 献 を 
果たし まし た 。 

PALSAR-2 で は 観測 に 使え る 電波 の 種類 が さ 
ら に 増え 、 よ り 多 く の 情 報 が 得 ら れる よう に な り ま 
す 。 例 えば 、 森 林 の 種類 や 高 さ が 判別 で きる た め 、 
植林 ・ 間 伐 事業 に お いて 樹種 の 分 類 や 分 布 情報 
まで 把握 で きる よう に な り ま す 。 ま た 、 地 球 上 の 炭 
素 量 や 森林 の CO> 吸収 量 が より 高い 精度 で 推 
定 で きる よう に な り ま す 。 

大 地 を 「 精 密 検 査 ] し 、 暮 らし の 安全 の 確保 、 地 
球 規模 の 環境 間 題 の 解決 な ど を ミッ ショ ン の 主 な 目 
的 と し て いる 「 だ いち 2 号 」 は 、 世 界 各地 で 進む 森林 
伐採 や 植生 の 変化 を 継続 し て 観測 し て いき ます 。 


PALSAR PALSAR-2 


宇宙 か ら 、 広 い 範囲 の 様子 を 継続 的 に 観測 で きる 「 だ いち 2 号 」 は 、 誠に 向上 し た し ンド 馬 ロレ ー タ 
森林 の 違法 伐採 を 監視 する た め に も 活用 され て いま す 97PALSAR20 ア ン テ ナ マオ 。 
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上 型 衛星 航法 補強 シス テム GBAS、 そ し て 電波 を 使用 し な い 機 上 航法 装置 INS( 慣 性 航法 装 
置 ) を 組み 合わ せ た 「 高 精度 衛星 航法 技術 ] を 開発 。GPS 信 号 の 受信 が 困難 な 場合 で も 、GB 
AS や INS と 補強 し あう こと で 、 高 精度 な 衛星 航法 の 利用 率 を 99% 以 上 に 向上 させ まし た 。 


動 操縦 に よる 曲線 進入 で パイ ロッ ト の 負担 も 軽く 
民 行 軌道 制御 技術 」 


滑走 路 に 対し て 直線 進入 する 場合 、 空 港 に ILS 
(計器 着陸 シス テム ) が 設置 され て いれ ば 、 視 界 が 悪 
く て も 自動 着陸 が 可能 で す 。 し か し 、 地 理 的 条件 や 住 
宅地 へ の 騒音 の 低減 と いっ た 要因 に より 滑走 路 へ 
曲線 で 進入 する 際 は 、 パ イロ ッ ト が 内 眼 で 沿 走路 を 
見 て 着陸 する 目視 進入 が 取ら れ ま す 。 そ の た め 、 視 
界 不良 の 場合 は 欠航 せ ざ る を えま せん 。 

GPS だ け で な く 地上 型 衛星 航法 補強 シス テム GB 
AS を 利用 し て 衛星 測位 の 精度 を 高め 、 曲 線 進路 で 
の 自動 着陸 を 可能 に する 技術 が 、GBAS を 用 いた 
飛行 軌道 制御 技術 」 で す 。 


ンク ノノ 


曲線 進入 


ーー 


進入 経路 を 柔軟 に 生成 


防災 ・ 小 型 機運 行 技術 


救助 活動 の 効率 化 を 図る 「D-NET」 

東日本 大 震 災 の 際 、 全 国 か ら 被 災 地 に 、 最 大 で 1 日 300 機 の へ ヘリコプター が 
集結 し 、 救 援 活動 を 行い まし た 。 し か し 、 災 害 対 策 本 部 や 航空 機 と の 情報 共有 
は 、 無 線 通信 や 災害 対策 本 部 内 に ある ホワ イト ボー ド を 用 いた も の で あり 、 効 率 
的 な 対応 が 困難 に な る 可能 性 を は らん で いま し た 。 

そこ で JAXA が 開発 し た の が 、D-NET( 災 害 救援 航空 機 情報 共有 ネッ トワ ー 
ク ) で す 。 航 空 機 や 災害 対策 本 部 等 の 間 で や り と りさ れる デー タ の 規格 を 統一 
し 、 情 報 共 有 を 迅速 に 遂行 。 最適 な 任務 を すばやく 割り 当て 、 安 全 で 効率 的 な 
救助 活動 を 可能 に し ます 。 

実証 実験 で は 、 従 来 の 方 法 と 比較 し て 、 任 務 情 報 の 伝達 時 間 を 約 7 割 低減 
で きる こと が 確認 され まし た 。 

D-NET は メー カー へ の 技術 移転 に よる 製品 化 が 進め られ て お り 、2014 年 4 
月 に は 総務 省 消防 庁 に 、D-NET 対 応 の 「 集 中 管理 型 消防 防災 ヘリコプター 動 
態 管 理 シ ステ ム 」 を 導入 。 全 国 の 消防 防災 ヘリ に も D-NET の 技術 が 使わ れ 始 
め て いま す 。 


合 


” D-NET 機 上 ディ スプ レイ 
1 本 M 


神戸 市 の 消防 防災 へ ヘリコプター に 
取り 付け られ た D-NET 対 応 端末 
(写真 左 ノ 提 供 : 神 戸 市 航空 機動 隊 ) と 、 
災害 時 に 機内 に 持ち 込め る D-NET 対 応 端末 
(写真 右 ) 
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空港 の 交通 量 増大 に 対応 する 技術 


無駄 な 待ち 時 間 を 減ら し て 離着陸 の 間隔 を 短く 
[気象 情報 技術 」 


空港 の 処理 能力 を 増大 させ る に は 、 離 着陸 の 間隔 を 縮め る こと が 有効 で す 。 し か し 、 そ れ を 妨 
げ て いる の が 、 旅 客 機 後方 に 発生 する 後方 乱気流 。 そ の 影響 を 避け る た め 、 先 行 機 と 後続 機 
の 離着陸 間隔 は 、 一 律 の 規定 が 設け られ て いま す 。 し か し 実際 に は 後方 乱気流 は 、 風 な どの 気 
象 条 件 に よっ て 消滅 する まで の 時 間 が 変わ る た め 、 無 駄 な 待ち 時 間 が 生じ て いる 場合 が ある 
の で す 。 

そこ で 、 気 象 条件 や 航空 機 の 機種 な ど に 応じ た 後方 乱気流 の 動き を 予測 し 、 安 全 な 間隔 を 
算出 、 効 率 的 な 離着陸 を 実現 する 技術 を 開発 し まし た 。 

また 航空 機 が 空港 に 着陸 する 際 に は 、 滑 走路 上 空 の 乱気流 (低層 風 援 乱 ) が 着陸 や り 直 し 
の 原因 に な っ て いま す 。 そこ で 、 低 層 風 援 乱 の 状態 を 高 精度 で 予測 、 そ の デー タ を 空港 の 運航 
支援 者 は ウェ ブ 上 で 視覚 的 に 確認 する こと が で き 、 さ ら に パイ ロッ ト 向 け に 操縦 席 で も 見 られ る 
よう 文字 の み で も 確認 可能 に し た 「 低 層 風 捜 乱 アド バイ ザ リ ー シ ステ ム (LOTAS) を 開発 。 
LOTAS の 技術 を 適用 し 、 気 象 庁 と 共同 開発 し た 「 空 港 低層 風情 報 (ALWIN) 」 は 、 気 象 庁 に 
よっ て 実用 化 を 展開 、2016 年 度 より 成田 空港 で の 運用 に 向け て 準備 が 進ん で いま す 。 


明 朱 件 に 合わ せ た 経路 で 


^ か ら 、 騒 音 を 広げ な い 
氏 騙 音 運航 技術 」 

航空 交通 量 の 増加 に 伴い 、 空 港 周辺 の 双 音 も 懸念 
れ て いま す 。 そ こ で DREAMS プ ロジ ェクト が 研究 開発 し た 


向かい 風 の 風向 ・ 風 速 の 


グラ フ 情 報 数 値 情報 デ ee 
の は 、 気 温 や 風 な ど 気 象 が 与 える 影響 を 考慮 し 、 地 上 に 伝 
わる 騒音 を 予測 、 気 象 条 件 に 合わ せ て 飛行 経路 を 工夫 す ALWIN か ら 送ら れ た 風情 報 越 岡 康弘 


る 「 低 騒音 運航 技術 ] で す 。 着 陸 便 を 対象 に 、 現 状 の まま 
の 状態 と 、 交 通 量 が 1.5 倍 に な っ た 場合 の 騒音 を シミ ュ レ 
ーション し まし た 。 その 結果 、 低 騒音 運航 技術 が 導入 され 


KOSHIOKA Yasuhiro 
DREAMS プ ロジ ェクト チー ム の 
プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ を つと め た 


実 運 用 中 の コッ クビ ピッ ト の 図 
タイ ムリ ー に 「ALWIN] か ら の 風情 報 を 受け 離着陸 間隔 
を 埋め る 操縦 が 可能 に な っ た 。 


半生 8 JAXA 航 空 技術 部 門 
れ ば 、 交 通 量 が 1.5 倍 に な っ た 際 も 現在 と 同じ 程度 と いう 航空 技術 実証 研究 開発 ユニ ッ ト 
こと が 確認 され まし た 。 ユニ ッ ト 長 


研究 開 半 の 現場 か ら ェ / 
次 世代 赤外線 天文 衛星 SPICA の 断熱 放射 冷却 構造 あけ 【 の 半 ピー a 
望遠 鏡 を 和 丸 ご 0 
-265C 以 下 に 冷や し ます 寿 向 を 大 き く 


多く の 成果 を あげ た 赤外線 天文 衛星 「 あ か り 」 に つづ き 、 8 RRB ・ 
新 次 元 の 高 感度 赤外線 観測 を 目指 す 宇 宙 望 遠 鏡 「SPICA」。 デ 生計 の 「 蘭 と 
この 望遠 鏡 に 採用 され る 新しい 構造 設計 技術 を せ た トラ ス 構 造 で 望遠 針 を 支え る 。 に 2 &ー 


ご 紹介 し ます 


・ に ンス ライ ター トラ スパ イプ 
取材 : 山 村 紳 一 郎 ( サ イエ ンス ライ ター) (カッ トモ デル ) 


ご 長寿 衛星 


本 


磁気 圏 観測 衛星 「 あ け ぼ の 」 と 、 難 帯 降雨 観測 衛星 「TRMM」 。 


ーー の | 上 記 5 ? 共 が 人 


ke 作 する こと で 遇 当初 の 目標 寿命 を 大 幅 に 超え た 
いさ 1 2 2 長期 ミッ シヨ ン を 終え た ふた つの ベテラン 衛星 の 、 
E これ まで の 役割 と 意義 に つい て ご 紹介 し ます 。 
分 離 機構 動作 後 ( 軌 道上 ) 
Be - 3 重 構造 の トラ スパ イプ で 、 分 離 後 構 で すき 間 を つく り 、 
2 省 ス ペー ス な 高 断 吾 構 造 を 実現 替 伝 導 を シャ ッ ト ア ウト する 
着 し た 3 重 構 造 の トラ スバ イプ 。 徴 妙 に 銀河 の 衣 生 や 進化 、 あ る い は 癌 星 形 成 過程 の ”。 打ち 上 げ 後 に 作動 し て トラ スパ イプ の 接合 8 有 上 
人 の 人 い 73 必 (ピー 人 解明 に は 、 高 感度 の 赤外線 観測 か 不可 欠 で す 。 そ 部 に すき 間 を 作る 、 パ バネ を 使っ た 分 区 機 構 も 開 ー タ で 科 の た 了 チ こ 計 人 じい - ま 用 を 人 終 置 長 は 十 7ー き 3) の 多 馬 オォ い 
型 され 、 新 効果 を より 高め て いる 。 の た め に は 大 気 の 影 響 を 避け て 宇宙 空間 に 出る 発 が 進ん で いま す 。 絶対 度 に 近い 宇宙 の 環境 け 要 ポ 合 ア 通 生 長け 代 の 振 よ 久 そ えた! を 交 を 2 ーー ルン 
だ け で な く 、 自ら が 発する 赤外線 の ノイ ズ を 減ら で は 、 伝導 熟 の 影響 が 非常 に 大 きい の で 、 切 り 0 韻 2 の に 技 千 2 が ば? 星 ? いた あ 箱 月 あの 餅 を り 星 現 の 
す た め 、 望 遠 鏡 自 体 を 冷却 する 必要 が あり ます 。 離す だ け で 絶大 な 断 吉 効 果 が ある の で す 。 内 ポ 帯 い 只 交 本 人生 は の 2 間 人 な 0 4 紹 こ 上 0 4 上 あ 引 テ 
「 あ か り ] な ど 従 来 の 赤外線 宇宙 望 鏡 で は 、 液 体 「 要 求 さ れる 和 機能 を 満た す た め 、 切 り 離 す バ わ 2 較 約 放 っ 3 還 も 長 ま 8 は が 甘 る R 虹 倒 を ら 記 電 退 フ 
ヘリ ウム な どの 冷却 剤 を 大 量 に 搭載 し て いま し ネ の 材質 や 形状 な ど に は 、 独 自 の 工夫 が あり ま に て を 9 ミ を に の 9 』 た ぁ の 導 4 癌 串 M 1 了 1 和 和 の + 箱 
た 。SPICA で は 冷却 剤 を 用 い ず 、 望遠鏡 を 丸 ご ” す 。 バネ を 介する こと で 、 観 測 機器 に 伝わる 微 IO 准 中 う | 測 "て あぁ 数 叶 熱 と る げ 8 を 業 反 た 1 を 星 
と -265C (絶対 温 度 で 8K) 以下 の 極 低温 に 冷却 小 振動 を 低減 する と いう 副 効 果 も あり ます ] 狼 た 人 を 変る の ま 衣 へ ラ が た る 民 二 も の 年 設 れ 人 六 も 務 え iu8 行 が 
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支え る カー ボン 素材 の トラ スパ イプ 。3 重 に 折 [製造 員 程 を は じ め 、 素材 や 加工 の 面 で 新 し る 立 有 の き は > ッ セ 時 さも め タ 際 再 を 人 も は 奈 を 欄 MM 失 の 最 で は 見 2 中 5 
り 返 され た 構造 と する こと で 外形 寸法 を ほとん い ノ ウ ハ ウ が 生ま れ て いま す 。 波及 効果 を 含め 5 Ia と 拓 多 草 の 観 生 * け き 六 約 洒 は 年 お あ 早生 と 生 を 『 9 
一 ど 変 え ず に 熱 の 伝わる 長 さ を 長く し 、 限 られ た る と 、 技術 立国 日 本 の 大 き な 財 産 に な る と 思い 還 則 2 AU 計 G を ジ 佐 当 し 夫 馬 日 AS に 示 熱 る は 史 條 昌和 包 可 半 る 
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タウ ン ワ ー ク は 、 
「 は や ぶさ 2」 を 
応援 し て い 


HAYABUSA 2 
NEXxTJAPAN PoWER | 


FAX : 03-3359-7375 http://www.kouseisha.com/ 


3359-737 1 


TEL : 03 


恒 


ニッ ボン の も の づく り と と も に 55 年 。 


タマ ディ ッ ク は 約 半 世 紀 に わた り 、 航 空 ・ 宇 宙 業 界 を は じ め 、 自 動車 、 
FA 、 エ レク トロ ニク ス 業 界 に お いて 設計 ・ 製 作 、 生 産 技術 サー ビス 


を 提供 し て 参り まし た 。 


これ か ら も ニッ ポン の も の づく り と と も に 歩み 続け て 参り ます 。 


新卒 、 中 途 人 材 募集 中 


TAMADIC 


Change creation into power 


字 遇 グッ ズ を 活か し て 
ワ / ロモ ーション 。 


私 た ち ビ ー・ シ ー・ シ ー は 
宇宙 航空 研究 開発 機構 (JAXA) の 
普及 啓 杜 活動 の 一 助 と し て 

宇宙 グッ ズ の 開発 、 製 造 販売 を 

し て お り ま す 。 』 
子ども た ち が 宇 宙 や 科学 に \ 
夢 や 興味 を 抱く きっ か け づ くり に 

宇宙 グッ ズ を 活か し て み ま せ ん が か? 」 6 
企業 プロ モー ショ ン や 、 | 

売り 場 活性 化 に お 役立ち に な る 
宇宙 グッ ズ を ご 提供 いた し ます !!! 


お 気軽 に ど 相談 下さ い 。 


株 式 会 社 ビー- シ ー- シ ー Tel: 03-3435-5487 


WWW.bccweb.C0 .」D 。〒105.6114 東京 者 港 区 浜松 町 2-4-1 世界 貿易 セン ター ビル 14 階 


宇宙 廊 ・ 宇 宙 グ ッ ズ 販売 回 回 久 還 http://spacegoods.net 


INEWS Sp。pp  、)、〔{〔0 ノ CO 
スペ ー ス ドー ニム リ 全 ラー アル オー ラン 


| 010 年 7 月 に オー プン し た 筑波 宇宙 セン ター 
展示 館 ス ペー スドー ム は 、5 年 目 の 節目 
に あたり 宇宙 開発 の 姿 を より リア ル に 伝え 理解 
を 深め て 頂け る よう リニュ ー ア ル を 致し まし た 。 
軌道 を 切り 口 と し て ロケ ッ ト や 衛星 の 宇宙 空間 
で の 動き を リア ル に イメ ー ジ で きる 床 面 大 型 映像 
オー ビタ ルビ ジョ ン や 、2014 年 幕張 で の 宇宙 
博 で の 「 き ぼう 日 本 実験 棟 を 新た に 展示 し 、 実 
物 さら な が ら に 体感 で きま す 。 

内 覧 会 で は 星 出 飛 行 士 に よる 記者 向け の 説明 
』 が 行わ れ まし た 。 


ーー「JAXA'S」 配送 サー ビス を -- ヽ 、 

G ら ご 利用 くだ さい 。 1 

潤 epame | MCP、 ご 電電 
Mb | ナー ビス ご 利用 に は 、 配送 に 共 す ! 
(回 夫人 宇宙 航空 研究 開発 機構 | 宮 可 を ご 名 拍 い た だ の こ レ に た り 1 

広報 部 長 上 垢 内 江 , る 実費 を ご 負担 いた だ 〈 こ と に な り 

編集 制作 人 株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー ! ます 。 詳 し く は 下記 ウェ ブサ イト を 1 
2015 年 7 月 1 日 発行 ご覧 くだ さい 。 | 
1 j j 1 

信和 貞和 1 http://fanfun.jaxa.jp/ 1 
委員 長 的 川 案 宮 ! media/jaxaSs/index. ! 
委員 長 上 垣内 茂樹 , html 
委員 町 田 茂 / 山 村 一 計 寺 門 和 夫 い 2 


顧問 山根 一 眞 


2 【 選 ( VEGE7ABLE 
リサ イク ル で きま す 押 パ ルプ 上 人 80 有人 用 た AWK 
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